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１．はじめに 

 東京都下水道局では『雨水整備クイックプラン』の中で，局所的集中豪雨による浸水対策事業を実施してい

る．当工事はその一環で新宿駅周辺の地下街浸水対策として，新宿六丁目から歌舞伎町，サブナード地下街，

JR 新宿駅大ガードを通過し西新宿一丁目までをシールド工法（セグメント外径φ2,950 ㎜，延長 886ｍ，土被

り 24～30ｍ）にて雨水貯留管を築造するものである．重要構造物直下の施工，工期短縮への対応，掘削土質

および発進立坑形状による制約条件から，泥土圧シールドの掘削土の搬送方法として流体輸送方式を採用した． 

 本稿では，泥土圧流体輸送式シールドの選定経緯および施工結果について報告する． 

２．施工上の特徴 

２．１泥土圧シールドの採用 

路線縦断面および地質縦断面を図-1 に示す． 

 発進側(図-1 右側)では全断面が Kas 層(砂質土層)であるが，到達側(図-1 左側の地下街付近)では，ほぼ全

断面が Tog 層(礫層)となる．礫および砂質土の土質性状を表-1 に示す．泥水式シールドの場合，全断面が礫

層である区間では泥水の噴発や逸泥による切羽の崩壊および

周辺土砂の緩みが懸念されるため，切羽保持機構としては泥

土圧シールドを採用した． 

２．２流体輸送方式の採用 

 当工事は地上の制約から，発進立坑は公道上，資材搬出入

用の副立坑はその脇に設置し，両者を連絡管にて接続した．

泥土圧シールドの掘削土の搬送方法として①ズリ鋼車，②ポ

ンプ圧送，③流体輸送の 3タイプについて検討を行った． 

 ズリ鋼車方式の場合，図-2 のようにトラバーサを使用して横引きする必要があり，進捗が非常に低下する．

その結果，工費・工期とも増加するためズリ鋼車の使用は適当ではない．また，ポンプ圧送方式については，

ポンプ圧送方式の適用実績から適用性を検討した．掘削断面が全断面砂質土であるケースおよび全断面礫であ

るケースの粒度分布を，ポンプ圧送の適用範囲図中に記入したものを図-3 に示す． 

キーワード シールド，泥土圧，流体輸送方式，礫層，建設泥土，環境負荷の低減 
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  砂礫(Tog) 砂質土(Kas)

4.75mm    42.１    99.1 

2mm    30.4    97.5 

425μm    16.7    86.0 

75μm    7.3    22.1 

フ
ル
イ
通
過

質
量
百
分
率 

5μm     1.8     4.3 

透水係数(cm/s) 1.8×10-1 1.1×10-3 

最大礫径(mm) 210 - 

表-1 通過断面土質性状 

図-1 路線縦断面および地質縦断面図
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 これより全断面礫層の区間では範囲 D(土砂圧送設備

適用困難)となることが判明した．また最大礫径が 210mm

と大きくクラッシャーによる破砕を行っても粒度分布

が大きく改善されるわけではないため，ポンプ圧送方式

は不可能と判断した． 

 流体輸送方式は，掘削土をスクリューコンベアー排土

口で泥水と混合し，流体として輸送するものである．本

土質の場合，粗大礫がクラッシャーにより破砕されれば

流体による移送には支障とならない．そして，本施工条

件において，掘進の進捗上最も優れている． 

 以上より土砂搬出方法としては流体輸送方式を採用

した．泥土圧流体輸送式シールド工法の概要を図-4 に

示す． 

３．施工結果 

 泥土圧流体輸送式シールドの切羽保持機構は，泥土圧

シールドそのもので，施工管理の手法はチャンバー内の

土圧管理を中心に行った．また，重要構造物の地下街や

JR 新宿駅大ガードについては綿密な計測施工を実施し

た結果，掘進による地下・地上の構造物への影響はほと

んど見られなかった． 

掘削土の流体輸送方式については，粗大礫対策として

クラッシャーを当初から計画したが，初期掘進時は立坑

が狭く設置不可能であったため，礫の出現によりポンプ

部や曲がり配管部での閉塞が頻繁に発生した．しかし，

本掘進時はクラッシャーを設置したことによって 200mm

超の礫に充分対応して閉塞はほぼ抑制でき，平均月進量

180m(最大月進量は 250m)の高速掘進を可能とした． 

 泥土圧シールドの掘削土は，泥状を呈する性状からそ

のままであれば，全量が建設泥土(産業廃棄物)として処

理される．しかし，流体輸送方式では泥水処理設備の振

動フルイで処理された粒径 2mm 以上の一次処理土は土

砂であり，建設泥土の発生抑制による環境負荷の低減に

つながった． 

４．おわりに 

 泥水式シールドでは透水性が高く切羽保持が困難で

ある場合や低土被りで噴発の恐れのある場合など，泥土

圧シールドは最も多用されている．しかし，その掘削土

の搬送方法は土質，施工条件，工期，工費など総合的に判断しなければならない．本工事をとおして，泥土圧

流体輸送式シールドは重要構造物への影響抑制，高速掘進による工期短縮，建設泥土の発生抑制など非常に有

効な工法であったと考える．今後，類似条件工事の参考になれば幸いである． 

 

【参考文献】 1) シールド発進立坑用地の省面積システム技術マニュアル (財)下水道新技術推進機構 2004 年 3 月 

図-2 発進立坑断面図 

範囲 A:細粒分多く、含水比が小さい場合、注水の必要がある。 

範囲 B:土砂圧送に最適な範囲。通常の泥土改良により土砂圧送が可能。

範囲 C:粗粒分が多く、高分子系の添加剤等による泥土改良の必要あり。

範囲 D:土砂圧送設備適用困難。礫破砕設備の適用や、泥土改良により

   [範囲 C]に入れば土砂圧送が可能となる場合がある。 

 

●:全断面砂質土層・■:全断面礫層 

図-3 ポンプ圧送の適用範囲 1) 

図-4 泥土圧流体輸送式シールド工法概要図
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